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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成30年9月6日(2018.9.6)

【公表番号】特表2017-526771(P2017-526771A)
【公表日】平成29年9月14日(2017.9.14)
【年通号数】公開・登録公報2017-035
【出願番号】特願2017-506379(P2017-506379)
【国際特許分類】
   Ｃ１０Ｍ 135/04     (2006.01)
   Ｆ１６Ｈ  57/04     (2010.01)
   Ｃ１０Ｎ  30/06     (2006.01)
   Ｃ１０Ｎ  40/04     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ１０Ｍ  135/04     　　　　
   Ｆ１６Ｈ   57/04     　　　Ｚ
   Ｃ１０Ｎ   30:06     　　　　
   Ｃ１０Ｎ   40:04     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成30年7月27日(2018.7.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＡＳＴＭ　Ｄ１６６２で１５０℃で測定して、約０．８０ｗｔ％超の活性硫黄を工業用
ギア油潤滑剤に供給する少なくとも１つの硫化オレフィンを含む、ＯＥＣＤ　３０１Ｂを
満たす前記工業用ギア潤滑剤のための添加剤パッケージであって、前記少なくとも１つの
硫化オレフィンが、約０．５～約２０ｗｔ％の、ＯＥＣＤ　３０１Ｂにしたがって測定し
て容易に生分解性であるかまたは生得的に生分解性である少なくとも１つの硫化オレフィ
ン、および約０．０１～約１ｗｔ％の、ジイソブチレン、ブチレン、イソブチレンまたは
その混合物の少なくとも１つから誘導される少なくとも１つの非生分解性硫化オレフィン
を含む非生分解性硫化オレフィンを含み、前記非生分解性硫化オレフィンが、前記工業用
ギア油潤滑剤の全重量に対して０．１０ｗｔ％未満の、ジイソブチレンから誘導される高
度に活性な非生分解性硫化オレフィン、および前記工業用ギア油潤滑剤の全重量に対して
０．２５ｗｔ％未満の、イソブチレンから誘導されるノミナルに活性な非生分解性硫化オ
レフィンを含む、添加剤パッケージ。
【請求項２】
　前記少なくとも１つの生分解性硫化オレフィンが、ＡＳＴＭ　Ｄ１６６２のもとで１５
０℃で測定して、最小限に活性な生分解性硫化オレフィン、ＡＳＴＭ　Ｄ１６６２のもと
で１５０℃で測定して、ノミナルに活性な生分解性硫化オレフィンまたはその混合物の少
なくとも１つを含む、請求項１に記載の添加剤パッケージ。
【請求項３】
　前記少なくとも１つの生分解性硫化オレフィンが、天然資源から誘導される少なくとも
１つの生分解性硫化オレフィンを含む、請求項１または請求項２に記載の添加剤パッケー
ジ。
【請求項４】
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　天然資源から誘導される前記少なくとも１つの生分解性硫化オレフィンが、ナタネ油か
ら誘導される少なくとも１つの生分解性硫化オレフィンを含む、請求項３に記載の添加剤
パッケージ。
【請求項５】
　さらなる添加剤成分を含む、請求項１～４のいずれかに記載の添加剤パッケージ。
【請求項６】
　請求項１～５のいずれかに記載の添加剤パッケージおよび主要量の潤滑粘度の油を含む
工業用ギア油潤滑剤。
【請求項７】
　前記潤滑粘度の油が、合成油、植物油、鉱油またはその混合物の少なくとも１つを含む
、請求項６に記載の工業用ギア油潤滑剤。
【請求項８】
　前記主要量の潤滑粘度の油が生分解性飽和合成油である、請求項７に記載の工業用ギア
油潤滑剤。
【請求項９】
　工業用ギアを稼働させる方法であって、前記ギアに請求項６に記載の工業用ギア油を付
与するステップと、前記ギアを稼働させるステップとを含む方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２２】
　上記したような工業用ギア油を工業用ギアに付与するステップと、工業用ギアを稼働さ
せるステップとを含む、工業用ギアを稼働させる方法も提供する。
　一実施形態において、例えば、以下の項目が提供される。
（項目１）
　少なくとも１つの硫化オレフィンを含む工業用ギア潤滑剤のための添加剤パッケージで
あって、前記少なくとも１つの硫化オレフィンが少なくとも１つの生分解性硫化オレフィ
ンを含む、添加剤パッケージ。
（項目２）
　前記少なくとも１つの生分解性硫化オレフィンが、ＡＳＴＭ　Ｄ１６６２のもとで１５
０℃で測定して、最小限に活性な生分解性硫化オレフィン、ＡＳＴＭ　Ｄ１６６２のもと
で１５０℃で測定して、ノミナルに活性な生分解性硫化オレフィンまたはその混合物の少
なくとも１つを含む、項目１に記載の添加剤パッケージ。
（項目３）
　前記少なくとも１つの生分解性硫化オレフィンが、天然資源から誘導される少なくとも
１つの生分解性硫化オレフィンを含む、前記項目のいずれかに記載の添加剤パッケージ。
（項目４）
　天然資源から誘導される前記少なくとも１つの生分解性硫化オレフィンが、ナタネ油か
ら誘導される少なくとも１つの生分解性硫化オレフィンを含む、前記項目のいずれかに記
載の添加剤パッケージ。
（項目５）
　前記少なくとも１つの硫化オレフィンが、少なくとも１つの非生分解性硫化オレフィン
をさらに含む、前記項目のいずれかに記載の添加剤パッケージ。
（項目６）
　前記少なくとも１つの硫化オレフィンが、主要部分の、少なくとも１つの生分解性硫化
オレフィンを含む、項目５に記載の添加剤パッケージ。
（項目７）
　前記少なくとも１つの非生分解性硫化オレフィンが、ジイソブチレン、ブチレン、イソ
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ブチレンまたはその混合物の少なくとも１つから誘導される少なくとも１つの非生分解性
硫化オレフィンを含む、項目５または６に記載の添加剤パッケージ。
（項目８）
　さらなる添加剤成分を含む、前記項目のいずれかに記載の添加剤パッケージ。
（項目９）
　前記項目のいずれかに記載の添加剤パッケージおよび主要量の潤滑粘度の油を含む工業
用ギア油潤滑剤。
（項目１０）
　前記潤滑粘度の油が、合成油、植物油、鉱油またはその混合物の少なくとも１つを含む
、項目９に記載の工業用ギア油潤滑剤。
（項目１１）
　前記添加剤パッケージが、前記工業用ギア油潤滑剤に、約０．５～約２０ｗｔ％の前記
少なくとも１つの生分解性硫化オレフィンを供給する、項目９に記載の工業用ギア油潤滑
剤。
（項目１２）
　前記添加剤パッケージが、前記工業用ギア油潤滑剤に、約０．０１～約１ｗｔ％の非生
分解性硫化オレフィンをさらに供給する、項目１１に記載の工業用ギア油潤滑剤。
（項目１３）
　前記硫化オレフィンが、ＡＳＴＭ　Ｄ１６６２で１５０℃で測定して、約０．８０ｗｔ
％超の活性硫黄を供給する、項目９に記載の工業用ギア油潤滑剤。
（項目１４）
　前記添加剤パッケージが、前記工業用ギア油潤滑剤の全重量に対して０．１０ｗｔ％未
満の、ジイソブチレンから誘導される非生分解性硫化オレフィンを供給する、項目１２に
記載の工業用ギア油潤滑剤。
（項目１５）
　前記添加剤パッケージが、前記工業用ギア油潤滑剤の全重量に対して０．２５ｗｔ％未
満の、イソブチレンから誘導される非生分解性硫化オレフィンを供給する、項目１２に記
載の工業用ギア油潤滑剤。
（項目１６）
　前記主要量の潤滑粘度の油が生分解性飽和合成油である、項目１０に記載の工業用ギア
油潤滑剤。
（項目１７）
　工業用ギアを稼働させる方法であって、前記ギアに項目９に記載の工業用ギア油を付与
するステップと、前記ギアを稼働させるステップとを含む方法。
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